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 （質問１） 

全てのリース取引に使用権モデルを適用することは実務上、煩雑になり困難である。使用権資産

とリース料負債を認識した場合でも支払リース料を元本と規利息に分離する事は困難である。支

払利息を意識せず支払いリース料と同額の費用計上も認めるべきである。実務処理を鑑み、簡便

処理を認めるべきである。 

(1)１年内の短期リースに対し使用権資産とリース料支払債務を計上するのは実務上煩雑である。

→現行の賃貸借処理を容認してもらいたい。 

(2)重要性の乏しいリースの賃貸借処理を認めるべき。（○企業会計に照らして重要性が乏しい取

引でリース契約１件当りのリース総額が３００万円未満の取引の賃貸借処理、○有形固定資産と

無形固定資産の合計に占めるリース取引が１０％未満である場合の簡便な会計処理） 

（質問３） 

簡便処理は不十分である。 

(1)１年内の短期リースに対し使用権資産とリース料支払債務を計上するのは実務上煩雑である。

→現行の賃貸借処理を容認してもらいたい。 

(2)重要性の乏しいリースの賃貸借処理を認めるべき。（○企業会計に照らして重要性が乏しい取

引でリース契約１件当りのリース総額が３００万円未満の取引の賃貸借処理、○有形固定資産と

無形固定資産の合計に占めるリース取引が１０％未満である場合の簡便な会計処理） 

(3)利息を意識する会計処理は煩雑で実務処理上、煩雑で間違いを引きおこしやすい。 

 


